
 

 

 

夏が近付き、暑さが厳しい季節となってきました。１学期はみなさんにとって、どのような過ご

し方ができたでしょうか？振り返って考えてみると、ちょっとした心の変化や成長を感じ取れるか

もしれません。さて、まもなく夏休みです。みなさんはこの夏休みの時間をどのように使うか計画

していますか？授業がない 40日間は、旅行や里帰りなど家族との大切な時間にしたり、学習や自

由研究にじっくり時間を使ったりすることができる貴重な時間です。夏の課題や部活動、習い事、

家のお手伝いと、「やるべきこと」とのバランスを図りながら、「自主的な経験」が一つでもできる

とすばらしいと思います。みなさんの心と体の健康のためにも、未来の進路選択の視野を広げるた

めにも、好奇心をもってぜひ有効な夏休みを過ごしてほしいと思います。 

 

上記の一週間、生活委員会と有志生徒を中心に、正門と西門に分かれて、

登校時の生徒とあいさつを交わす活動を行いました。あいさつは大曽根中

の大切な伝統。一言のあいさつから始まる、人と人とのコミュニケーショ

ン。生徒たちもとても大切にしている習慣です。また、この期間、生徒会

執行部が「緑の募金」を呼び掛けました。登校時、たくさんの生徒が協力

する姿が見られました。 

集まった募金額は、9,157 円でした！皆さんの温かい気持ちに感謝です！ 

 

 

今年度も、「環境学習ウィーク」の取り組みとして、６月１日（木）に

「春のクリーンキャンペーン」を実施しました。生徒会役員を中心とし

て、全校から３００人近い有志生徒が集まり、校内と矢田川堤防沿いの

雑草取りや清掃活動に一生懸命取り組みました。また、ＩＪＫ組は学校

の玄関口にある花壇にネットを設置して、ゴーヤとキュウリの苗を植え

ました。暑い夏の体感気温を下げるグリーンカーテンを育てています。

皆さんも日頃からゴミを拾うなど身近な生活環境を整え、できることを

考えてみましょう。 
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３年生は、２泊３日の日程で修学旅行に行ってきました。当初の予定を

変更して、石川・大阪方面での活動となりました。梅雨に入り、天気が心

配されましたが、奇跡的な晴れ間に恵まれ、ほぼ予定通り行うことができ

ました。石川県金沢市での分散活動では、美しい景観や歴史的な町並みに

触れる中、全員が楽しむための行動を各自がとることができました。大阪では、あべのハルカスやユニバーサル・

スタジオ・ジャパンといった観光地を巡りました。多くの生徒にとって最高の思い出になったと思います。 

 

 

 

１年生は南知多グリーンバレイへ校外学習に出かけました。豊か

な自然の中で、仲間とともに、焼きそばづくりやアスレチックなど

の活動を楽しむことができました。総務委員がリーダーとなって活

躍したり、班で協力して行動できたりと、集団として高まりが感じられる活動となったようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

助産師の堀田佳奈さん 

から、「思春期の体と心 

の変化」、「命の大切 

さ」、「性の多様性」に 

ついてお話していただ 

きました。 

北警察署の鈴木悟志さん 

から、「薬物の恐ろしさ」や 

「周囲の人々に与える影 

響」など、ＶＴＲや事例紹 

介を通じて教えていただ 

きました。 


